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第30回群馬緩和医療研究会
日 時：平成26年10月4日 (土) 13:30～18:30
会 場：利根沼田文化会館 大ホール 第1・2・3会議室
テ ー マ：終末期がん患者のいきがい





















































































































































嶋村 洋子?，斎藤 聖香?，高平 裕美?
笹本 肇?（１ 原町赤十字病院４階病棟）
（２ 同 緩和ケアチーム）
【はじめに】 今回,予後週単位のエンド オブ ライフを生
きる患者に対し,院内の医療スタッフだけでなくピアサ
ポーターの協力も得て,限られた時間の中で患者の思いを
受け止め,生きがいを支える援助を行った.県のピアサ
ポーターとして個別の派遣を受けた初めての事例であり,
病棟スタッフも傾聴する大切さを再認識できた症例なので
ここに報告する.【事例紹介】 患者はA氏.70歳代女性.
膵臓がん,多発リンパ節転移,骨転移.診断時,手術の適応
なく化学療法を開始したが,自宅の近くでの治療を希望さ
れ,当院へ転院となる.【経 過】 A氏は骨転移による浸
潤のため寝たきりになる可能性が高いことが予測されたた
め,病状を伝えた上で希望を聴いていくことを目標とした.
A氏の “同じような病気の人と話したい”という思いに対
しては,当院MSWと県の連携にてピアサポーターを個別
に派遣してもらい,2回の面談を行い「強くしっかりした迷
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